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②県央広域振興圏

図 ６-7 県央広域振興圏における将来的な公共交通ネットワークの方向性 

方
向
性
① 

◇人口、主要拠点が集積しており、本県の中心地域に
おける地域公共交通ネットワークを構築 

・ 県央広域振興圏は、本県の人口約 4割が集中し、主要

な施設・拠点が集積している。本県の中心的な地域で

ある。

・ 盛岡市を中心とした隣接市町村からの通勤・通学流動、

観光流動等の交通需要が高く、鉄道・バス路線等の重

複・競合区間が見られる。

・ 市町村の「地域公共交通網形成計画」における地域間

交通及び接続拠点の位置づけ・役割と整合を図った再

編が必要である。

方
向
性
② 

◇鉄道・路線バスの役割分担を明確にし、相互に利用・補完

し、効率的で生産性の高い交通体系を構築 

・ 盛岡市を中心とした通勤・通学流動、観光流動等の交

通需要が多く見られるが、鉄道（ＪＲ線、ＩＧＲ）と

競合し、補助要件を満たさない広域バス路線が存在。

・ 岩手町及び八幡平市と盛岡市を結ぶ広域バス路線につ

いては、補助要件を満たしているが、矢巾町、紫波町

は路線バスの一部重複・競合が見られることから統

合・集約等の再編・見直し、地域内公共交通への切り

替え等の検討が必要である。

方
向
性
③ 

◇盛岡駅、（仮称）新盛岡バスセンターを広域接続拠

点として各圏域への移動が可能な「接続機能」を強化 
・ 「オムニバスタウン計画」に基づき、循環バス、ゾー

ンバスシステム、バスロケーションシステムが導入さ

れている。バスロケーションシステムについては、導

入から 15 年が経過し、システム更新が求められる。

・ 盛岡市では「地域公共交通網形成計画」策定を進めてお

り、盛岡駅及び（仮称）新盛岡バスセンターを広域接続

拠点とすることを検討している。これら広域接続拠点は

広域バス路線の「ゲートウェイ」としての機能が期待さ

れることから、本計画との整合を図り、接続機能の強化

を図る。

基
本
的
な
考
え
方 

◇市町村における策定済み・策定予定の「地域公共交通網

形成計画」における広域バス路線の位置づけ・再編との整

合・連携 

・ 市町村の「地域公共交通網形成計画」で位置づけ、又

は位置づけられる予定となっているJR盛岡駅をはじめ

とした鉄道駅・（仮称）新盛岡バスセンターの広域接続

拠点化と連携しつつ、ＪＲ線､ＩＧＲ等、鉄道の位置づ

け・役割を踏まえた広域バス路線の再編を図る。

・ 交通系 IC カード等の導入、バスロケーションシステム

の更新について検討を行う。

【盛岡-矢巾-紫波間の広域バス路線の見直し】 

・ 盛岡-矢巾-紫波間は、見前回り志和線が日詰線と一部重複

競合しているほか、区間によって利用者数に差があることから、

矢巾で２路線に分け、利用実態に応じた運行やルートを検討。

・ 日詰線と見前回り志和線は、岩手医科大学附属病院移転後

のルートについても検討。

・ 長岡線の利用者の少ない区間について、地域内公共交通への

見直しとその見直しに対する支援策について併せて検討。

【岩手町内の再編後の広域路線バスの検証】 

・ 再編したばかりの「東部線」の利用

特性・実態を調査し、利用状況を

検証。

【八幡平-盛岡間の広域バス路線の再編】 

・ 八幡平市の市立病院の移転を踏まえ、広域

バス路線と地域内公共交通を併せて再編。

・ 病院直通で長大ルートになっている地域内公

共交通を幹線路線・広域バス路線に接続さ

せることを検討。

・ 八幡平は重要な観光振興拠点であり、八幡

平マウンテンホテル線と松川温泉線で接続。

【繋鶯宿方面の広域バス

路線の利用促進】 

・ 利用実態に応じたダイヤ

改正や便数の見直し、

花巻空港からの訪日外

国人観光客のための盛

岡花巻空港線とのセット

チケット販売など利用促

進策を検討。

【矢巾営業所方面の広域バス路線の見直し】 

・ 矢巾営業所方面の本宮線、矢巾温泉線、北高

田線、南インター川久保線について、重複状況な

ど全体を考慮しながら再編を検討。

・ 北高田線について、岩手医科大学附属病院への

乗入れと矢幅駅での乗継の調整について検討。

（仮称） 
新盛岡 
バスセンター 

【雫石（網張）方面、滝沢（大

釜）方面の広域バス路線の見直し】 

・ 網張温泉線の極端に利用

者の少ない区間を見直

し。また、岩手看護短期大

学の募集停止により、学

生利用者が減少することか

ら、住民利便性の向上と

新たな利用者の獲得のた

め、大釜地区経由につい

て検討。

【盛岡・滝沢の地域公共交通網形成計画との整合】 

・ 盛岡市（策定予定）・滝沢市（策定済）の「地域公共交通

網形成計画」との整合を図り、地域間幹線軸の形成。

・ 盛岡市内の交通結節点（盛岡駅、（仮称）新盛岡バスセン

ター、青山駅）は広域接続拠点に位置づけ。

・ 都南バスターミナルの交通結節機能を岩手飯岡駅へ移転する

ことを検討。田沢湖線新駅を設置し、結節機能を強化するた

め、バス路線を再編予定。

【盛岡（玉山）方面の広域バス路線のあり方と利用促進の検討】 

・ 好摩直通線の玉山方面について、沼宮内線と一部重複し、利

用者の少ない区間があることから、利用特性を踏まえ、広域バス

路線の在り方について検討。

・ 沼宮内線は、高校の定期出張販売等の継続実施や IGR いわ

て銀河鉄道との接続時刻の調整など利用促進について検討。

凡例 

（太線・・・国庫補助） 
（細線・・・県単独補助） 

高速・都市間輸送バス路線 

広域バス路線 

※被災地特例終了時の

補助要件該当状況

人口（500m メッシュ） 

広域接続拠点と 
考えられる箇所 

接続拠点と 
考えられる箇所 

幹線路線 

広域バス路線 

資料２４　盛岡広域振興圏における公共交通ネットワークの方向性（現行計画）




